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「揉 ノ段」のダイナ ミズムとその意味
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本研究では, 「式三番」(通 称 「翁 」)の中で狂
さん ぼ そ う

言師が舞 う 「三番三」(大蔵流)を 取 り上げる。こ

の舞踊は一般的には他の例を見ない特異なもので

あると言われており, それが又この舞踊の魅力と

も思われる。そ こでその魅力の起因, 則ち表現の

特質及び芸態の源流を探ろうとするものである。

【目的】今回は部分的なところにスポヅ トを当

て, 細部の構造 より全体像を眺め ようと思 う。前

回では, 三番三の曲に於ける舞 と難子は, 〈拍子〉

を共有点に表裏一体の関係をなし, 相乗作用を持

つということを論 じた。舞の足拍子はすべて笛の

唱歌に合わせて踏む ことになっている。そこで笛

の唱歌 とその拍子, またその音量からダイナミズ

ムや リズムパターンを調べ, 大小鼓の拍子との関

連をみてゆ く。そ してこれらの表現の特徴に内包

されている意味について考えたいと思 う。

【方法】前回に引続き 「揉ノ段」の実演観察を中

心 とし, 稽古実践や実演の取材で得た資料を基に

文献からはこの舞踊の機能や歴史的背景を調べ, 

音量測定器に よりダイナ ミズムを譜や図に分析

し, 視覚的に捉えることに努める。

【結果】1)拍 子の特徴(表(1)図(2)参 照)

a.足 拍子, 笛, 鼓共(1)(3)(5)(7)(9)拍を強調する傾

向が見 られる。b.明 確で規則的な刻みを持つ。

c.八 拍子を基本とし, きちんと構成整理されて

いる。

2)ダ イナミズムの特徴(図(1)(2)譜(1)参照)

a.笛 のフレーズや鼓方のカケ声には, リズムパ

ターンの第一拍 目に強調が見られる。b.反 復の
ら せん

パターンを持つ。c.笛 の唱歌から 〈円環→螺旋

構造〉が引き出せる。d.始 めから終わ りへ向か

うに従い次第に急調となる。e.小 鼓の拍子から

「はねるリズム」(附 点音符)が 見つけられた。

3)笛 と大小鼓の相互関係(図(4)譜(1)(2)参照)

a.(1)(3)(5)(7)拍の強調が見られる。b.小 鼓の拍

子は奇数拍, 大鼓はほぼ偶数拍より成 る。c.大

小鼓の拍子には(1)(3)(5)(7)拍を強めるカケ声が入る。

【考察】1)拍 子については陰陽道との関連性が

推察される。則ち, 足拍子は 日本民俗芸能に於い

ては 「反閉(へ んばい)」と言われる動作に由来し

ていると言われている。折口によるとこの反閉は

陰陽師の呪術の一番大切なもので, たいていは五

字七字九字の漢字を並べた文句の唱え事を しなが

ら足踏みを した1)。五来は反閉を 「マジカルス

テップ」 と名付けている2)。

2)ダ イナ ミズムの意味

第一拍 目の強調-小 島によると, 一拍 目を強

調 しながら反復される一定の リズムパターンは, 

刻々と密度を高めて行 く緊張感の連続であり, 集
しゅげん でんがく

中 へ 向か う一 つ の 方 法 で あ る。 これ は修 験 ・田楽
・念 仏 踊 りの各 リズ ム に共 通 の もの で, これ らは シ

ャー マ ニズ ムの 音楽 に み られ る要 素 を満 た す3)。

「は ね る リズ ム」 小鼓 に み られ る 「はね る

リズ ム」 に の って踏 まれ る足 拍 子 は 「快 活 な興 奮

状 態 の 気 分 」4)を引 き起 こす。 又 「揉 ノ段 」 の躍 動

感 を つ く りだ す根 幹 とな って い る。

明 確 な 拍 節 ・カ ケ声 小泉 に よる と, 生 き生

き と した リズ ムは, 叙 事詩 的, 心 情 を あ らわ した

セ ンチ メ ン タル な もの で は な く, 没 個 性 的, 共 同
はや

体 験 的 感 興 を 主 に し, 舞 手 ・難 し手 の精 神 的 引 力

を 一 層 強 め る。 又 この表 現形 態 は, 古 い儀 礼 に結

び 付 い た もの で あ る4)。

以 上 の 結 果 か ら, 三番 三 「揉 ノ段 」 は音 楽 的 に

は リズ ムを 主 体 とす る表 現 形 態 を持 っ て い る と言

え よ う。 時 実 利 彦 は, 

「歌(音 楽)に は, リズム, メロデ ィー, ハ ーモニーの

要素があ る。この中 の リズ ムとい う要素は, 理性, 知性

の座であ る新皮質系に対 して, 鎮静的, 麻痺的な効果を

及ぼす。……理屈抜 きで大 脳 をい じく りまわ す能 の改

造, 洗脳 の原理 である。……踊 りも, 皮膚や筋 肉や関節

な どに加わる リズ ミカルな機械 的 な刺激 の効果 を持 っ

てお り, それ らの部位 にあ る感 覚器 で受 け止 め られ て

脳へ送 り込まれる。信号は, 同 じように新皮質系の活動

を弱める。従 って, 歌 の持つ リズムの魔力は, リズ ミカ

ルな身体の動作 に よっていや が うえに も増 強 され てゆ

くのである。 ……歌 は リズ ムと言 う要素 に よって集 団

への凝集を図る ような機能 を持 っている5)。」

と歌 や音 楽 や踊 りの本 質 を脳 の仕 組 み に 照 ら し合

わ せ て論 じて い る。

三 番 三 を 見 て, しば しば我 々 は非 日常 的 世 界 へ

誘 い込 まれ るか の よ うな経験 を す るが, そ れ は 今

回 こ こで 明 うな に した よ うな, 呪 術 的 と も言 え る

特 別 の 「しか け」 が 内包 され て お り, これ が 三 番

三 が 「特 異 だ」 と言 わ れ る一 つ の 由縁 で あ ろ うか

と も考 え る。
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図(1)笛 の音 量(「 揉 ノ段 」 力 力 リ～ 留 メ)

-反復パ ターンとそのダイナ ミズム-(部 分)

(測定 日時:1991年11月24日17:37)

図(2)笛 の地(-噌 流)の 音量と大小鼓の拍子型
と唱歌

譜(1)小 鼓の地の拍子

譜(2)大 鼓の地の拍子

〈表:(1)〉 三番三 「揉 ノ段」に於ける

各段の足拍子の拍子型(部 分)

図(3)揉 ノ段の笛の地の 「円環→螺施」
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図(4)難 子 全 体 の 円環 図

図(3)と譜(1), 譜(2)-(1)を合成 した もの
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